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大学生のプレゼンテーションストレスと唾液中アミラーゼ反応

入江正洋＊， 福盛英明

Effect of presentation stress on salivary alpha-amylase activity 

Masahiro IRIE*, Hideaki FUKUMORI 

Abstract 

It has been suggested that salivary alpha-amylase (sAMY) reflects sympathetic activity and is a useful 

stress-related biomarker, but further investigation is needed to confirm this assumption. The purpose of this 

study was to evaluate whether sAMY activity was associated with speech stress. We measured sAMY 

activity using a hand-held monitor and self-rating psychological tension before and after a group 

presentation in front of an audience in a total of 23 university students. The subjects showed a significant 

decrease in psychological tension following the presentation, but no significant change in sAMY levels was 

observed. The investigated levels of sAMY were not significantly correlated to those of psychological 

tension. No obvious gender difference was found in the results. Speech stress in the present study seemed to 

be insufficient to stimulate sAMY production. Inter-individual differences in the reactivity of sAMY were 

also considered to affect the results. 
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はじめに

現代社会はストレス社会と称され，あらゆるストレ

スが満ち溢れている。就労や就学，あるいは日常生活

において，多くの人がストレスと無縁ではいられない。

例えば，厚生労働省が5年毎に実施している労働者健

康状況調査（平成19年度） 1)によれば，仕事や職業生活

に関して強い不安，悩み，ストレスを感じる労働者は

約 6割に上っている。その要因としては， 「職場の人

間関係の問題」が最も多く，次いで，「仕事の質の問題」，

「仕事の量の間題」などの順である。このように，人

とのコミュニケーションが最も大きなストレス要因と

思われているが，ストレスの的確な把握は容易ではな

し‘
゜
従来から，ストレスの評価においては心理面を重視

した質問紙法が最もよく用いられており，数多くの質

間紙が開発されている叫しかし，主観的要素に左右さ

れ，質問紙の目的や評価に関する知識を有する被験者

の場合は，恣意的な修正が可能である。社会的望まし

さのためにより良く見せたり，神経症傾向のために過

大に悪く表現したりすることもありうる。また，心身

症の場合は， alexithymiaと称されるように，ストレスに

対する自覚が乏しいことが少なくないため，質問紙に

よるストレス度の把握には限界がある2,3)。

一方，身体面からのストレス把握に関しては，自律

神経機能，内分泌機能，免疫機能，ひいては遺伝子レ

ベルに至るまで，これまでに様々な試みがなされてい

る2-9)。しかし，それぞれに一長一短があり，優れた指

標が確立されているとは言い難い。例えば，筆者ら2-9)

のこれまでの研究も含めて，ストレス評価法としては，

血中のコルチゾールやカテコールアミンなどの指標が

最もよく用いられており，その他免疫グロブリンやリ

ンパ球幼若化反応， NK細胞活性，サイトカインなどの

免疫機能も検討されているが，血液物質はいずれも医

療従事者による採血を要し，その測定は煩雑で時間が

かかるものが多い。しかも，ストレスを即時に反映す

るとは限らない。コルチゾールやクロモグラニンA,

IgAなどは，唾液でも調べることが可能であるが，や

はり測定には煩雑で時間がかかる手技を要する。一方，

血液や唾液，尿などの生体試料を用いずに身体面から

ストレス度を測定する方法として，脳波や心拍変動，

発汗量，眼球運動，体表温度などが応用されているが，

同様に設備を擁する施設で測定することがほとんどで

手軽とは言い難い。したがって，身体面でのストレス

評価，特に急性ストレス評価を広く普及させるために

は，ストレスに即時かつ鋭敏に反応する指標を，簡便

かつ短時間に評価できる方法を活用する必要がある。

その一方法として，急性ストレス反応の中心となる

交感神経活動を反映する唾液中の aアミラーゼ（以下，

アミラーゼと略）を，非侵襲的，簡便かつ短時間 (1-2

分程度）で測定できるニプロ（株）アミラーゼモニタ

~(旧ココロメーター）が近年開発された10-11)。アミ

ラーゼは，唾液や膵臓に含まれる消化酵素の一種であ

る。唾液中アミラーゼは口腔内の唾液腺で合成され，

交感神経系の興奮により分泌が増加する 12-13)。そのた

め，交感神経活動を反映するストレスマーカーとして

の役割が期待されている。これまでに，ジェットコー

スターの嫌いな人ではアミラーゼ分泌が増加するのに

対して，好きな人ではむしろ低下することや，運転疲

労，人前でのスピーチ，運動などで上昇することが報

告されている 14-17)。しかし，アミラーゼモニターに関し

ては開発後まだ日が浅く，身体面での優れたストレス

指標として有用か否かについてはさらなる検討を要す

る。

そこで今回の研究では，大学生にストレス負荷とし

て人前での調査研究発表課題を与え，そのプレゼンテ

ーション前後での唾液中アミラーゼ反応を，緊張度の

変化とともに検討した。

対象と方法

某大学における心理学的健康をテーマとした授業を

受講した大学生を調査対象とし，授業の一環として本

研究を実施した。学生を 5名程度にグループ分けした

後に研究テーマを与え， 2週間の資料収集，討議，まと

めの期間を経て，授業時間中に約 10分間のパワーポイ

ントを用いた調査研究発表を，他の学生や教員の前で

行わせた。発表はグループ全員が交代しながら担当す

るものとし，その前後で，アミラーゼモニターを用い

た唾液中アミラーゼの自己測定と，緊張度の自己評価

（全くないの 0点から最高の 100点までの範囲での得

点化）を行うこととした。受講者に対しては，発表日よ
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り前に予め唾液中アミラーゼの自己測定法を体験させ，

発表当日に遅刻などで最初の測定を行えなかった学生

は対象から除外した。最終的に解析対象となった学生

は 23名（男性 14名，女性 9名）

歳土1.5歳 (SD) であった。

で，平均年齢は 22.2

統計解析は， SPSS(17.0 J for Windows) を用いて，

Shapiro-Wilk検定， Wilcoxonの順位和検定と符号付順位

和検定， Spearmanの順位相関を実施し，結果は箱ひげ図

で示した。両側検定を行い，有意水準は5%以下とした。

なお，本研究を実施するにあたり，九州大学健康科

学センター倫理委員会の承認を受けた。さらに，研究の

趣旨や協力しない場合でも何ら不利益が生じないこと

について，受講生に対して紙面と口頭による説明を行

い，協力者から署名による同意を得た。

結果

解析対象者全員において，唾液中アミラーゼ量や緊

張度に関する欠損値はなかった。調査研究発表前のア

ミラーゼ値は 4,..._,85KU/L,緊張度は 20,..._,100点の範囲

であり，正規性に関する Shapiro-Wilk検定では，発表

前の男性，発表後の女性で，アミラーゼ値が正規分布

に従わないものと判断された。

調査研究発表前後のアミラーゼを Wilcoxonの符号

付順位和検定で解析した結果，発表前と比べて発表後

にわずかに中央値の上昇がみられたが，有意な変化は

なかった (z=-0.661, p=0.509, 図 1) 。一方，自己評価

による緊張度は，発表前よりも発表後の方が，中央値

が有意に低かった (z=-2.283, p=0.022, 図 2)。

性別による検討として Wilcoxonの順位和検定を行

ったところ，調査研究発表前のアミラーゼは，女性の

方が男性に比べて中央値が高かったものの，有意差は

なく (z=-1.803, p=0.089) , 発表後のアミラーゼも同様

であった (z=-1.579,p=0.124, 図 3)。緊張度も，発表

前 (z=-0.160,p=0.877) , 発表後 (z=-0.510,p=0.643) 

いずれも，性別による有意差はなかった

(r=0.081, 

（図 4)。

その他，発表前後のアミラーゼ値では，有意な

Spearmanの順位相関 (r=0.705,p=0.001) が認められた

が，緊張度では相関はなく (r=-0.083, p=0.705) , ア

ミラーゼ値と緊張度との相関についても，発表前

p=0.713) , 発表後 (r=0.188,p=0.389)のい

ずれにおいても，有意な相関関係はなかった。
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考察

今回実施した大学生における調査研究発表時のスト

レス反応に関する研究では，発表前の方が発表後より

も有意に緊張度が高かったものの，唾液中アミラーゼ

では有意な変化がなかった。

緊張度に関しては，発表中の変化は不明であるもの

の，発表後は終了した安心感や満足感で緊張が低下し

たものと考えられた。一方，アミラーゼに関しては，も

しアミラーゼが緊張を鋭敏に反映していたとすれば，

ストレスを感じてアミラーゼの唾液中への分泌が充進

するまでにいくらかタイムラグがあるために，発表後

では緊張度でみられたような低下にまでは至らず，発

表前と同等となっていた可能性が考えられる。しかし，

Rohlederら17)は， TrierSocial Stress Testによるスピーチ

負荷で，唾液中アミラーゼが血中カテコールアミンと

ともに有意に上昇することを認めている。この研究は，

10分少々のストレス負荷，約15分後の測定というプロ

トコールで実施しているが，今回の研究でも発表後の

測定までに少なくとも12分程度以上を要していること

を考えると，時間的に大きな違いはないように思われ

る。アミラーゼモニターを用いた研究でも，今回の研究

とはストレス負荷の違いはあるものの，ストレスを受

けてから10分程度で唾液中アミラーゼが上昇し，安静

を保持すれば20分程度で復帰することが報告されてい

る19)。そのため，今回の発表は， TrierSocial Stress Test 

によるスピーチや他のストレス負荷と比べて，アミラ

ーゼの十分な上昇を促すほどのストレスになり得なか

つものと考えられる。それは，発表後の緊張度が発表

前よりも低下していることや，得点が低目であったこ

とからも推測される。

ストレス刺激が不十分であった可能性の原因として

は，人前での発表が一人ではなくグループ単位であっ

たことから緊張が分散して予想したほどのストレスに

は至らなかったことや，以前に人前で同様な発表を体

験しているためにストレス耐性が生じていたこと，全

体の授業計画の最後で今回の調査を実施したためある

程度他の学生に慣れ親しんでいたこと，発表に対する

聴衆の反応などによって不快ストレスというよりば快

ストレスと感じた学生が少なくなかったこと，などが

推測される。今回の調査では，対象者が少なく，発表に

関する感じ方までは解析できなかったため，今後検討

すべき課題であろう。

性別に関する検討では，男性よりも女性の方が発表

前後のアミラーゼ値が高くなっていたが，有意ではな

かった。少数例の検討であるため，ストレス負荷時の

アミラーゼ反応に性差があるか否かについては，例数

を増やして検討する必要がある。

今回の研究は，授業の一環として実施したため，対

照群の設定が困難であり，一人での発表や， TrierSocial 

Stress Testのような厳密かつ操作的な実験デザインを

組むことができなかった。 preliminaryな研究であり，今

後さらに制御された条件下での検討が必要である。ま

た，アミラーゼの個人差が大きいため，解析には注意

を要するものと思われた。
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